
学校法人野又学園 令和７年度事業報告書 

４．学校法人の業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）の整備及び運用

状況の概要 

 

（１） 関係する決議の概要 

令和７年度第４回理事会（令和７年１１月１４日（金）開催）および第５回理事会

（令和７年１１月２８日（金）開催）において，内部統制システムに関する基本方針お

よび各規程の整備について決議した。 

 

（２） 体制整備及び運用状況の概要 

 内部統制システムに関する基本方針に基づき，つぎのとおり体制を整備の上，運用し

た。 

① 理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

「寄附行為」，「寄附行為施行細則」，「理事職務権限規程」，「理事会運営

規則」，「文書管理規程」に基づき権限及び体制を明確にし，文書等を適切に

作成，保存及び管理した。 

 

② 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

「危機管理規程」に基づき体制を整備し，役割権限，リスクの評価方法，リス

ク対応方法等を，「事業継続計画」に基づき災害や緊急事態によって事業活動

の継続が困難な状況に陥った際の方針及び対応をそれぞれ明確にしている。 

 

③ 理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

職務分掌・決裁権限を「事務管理規則」で明確にし，理事，職員等の職務執行

の適正性を確保するとともに，機動的な業務執行と有効性・効率性を高めてい

る。 

 

④ 職員の職務の執行が法令及び寄附行為に適合することを確保するための体制 

「内部監査規程」に基づき内部監視部門を設置し，業務の適正及び効率性を確

保するため，業務を執行する各部の職務執行状況等を定期的に監査している。 

 

⑤ 監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制等 

「監事監査規程」及び毎年度定める「監事監査計画」により監査業務の適正性

を確保している。 

また，理事及び職員等は職務執行状況等について監事が報告を求めた場合には

速やかに応じるものとしており，理事長及び会計監査人とは定期的に意見交換

を図り，相互認識を深めている。 




